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．はじめに
日本宮都・宮室の構造的な変化を巨視的にみると，天皇の私的空間としての小規模な宮室から，それらに小規
模な公的空間を付加させた宮室，さらには諸官衙を内包する段階へと発展し，最終的には藤原京や平城京にみら
れるように，私的空間（内裏），公的空間（朝堂），官衙を包括した大規模な宮域の外側に主として貴族・官人・
京戸等を集住させるための京を設けた中国式の条坊制都城の成立に至ると考えることができる。
こうした動きは，律令制度の整備を基盤とした天皇を頂点とする中央集権国家の形成と呼応したものであるこ
とはおおむね想像し得る。我が国が条坊制都城の建設にあたってモデルとしたと考えられる中国において漢代以
降，従来の封建制から皇帝を頂点とした郡（州）県制による中央集権国家の成立に伴って坊里制都城の出現を見
る。視点を変えれば宮都構造の分析は，我が国の律令制度の発達段階を窺うことのできる重要な指標となるもの
と言える。そこで本稿では，考古学の調査成果を踏まえて７～８世紀の日本宮都・宮室を規模と構造という２つ
の視点から類型化し，我が国における律令国家の成立過程について若干の考察を加えたい。
飛鳥地域およびその周辺に造営された７世紀代の宮都・宮室は，正宮および仮宮的なものを含めて正史には多
くが記録されている。推古天皇の豊浦宮・小墾田宮，舒明天皇の飛鳥岡本宮・田中宮・厩坂宮・百済宮，皇極天
皇の小墾田宮・飛鳥板蓋宮，孝徳天皇の難波長柄豊碕宮，斉明天皇の飛鳥川原宮・飛鳥板蓋宮・後飛鳥岡本宮，
天智天皇の大津宮，天武天皇の嶋宮・後飛鳥岡本宮・飛鳥浄御原宮，天武天皇の新益京・難波京，持統・文部・
元明天皇の藤原京がそれである。８世紀代になると，元明天皇の平城京，聖武天皇の恭仁京・難波京・平城京・
紫香楽宮，淳仁天皇の保良宮，称徳天皇の由義宮，桓武天皇の長岡京・平安京が登場する。
これらの宮都・宮室の中で，考古学的な発掘調査により構造の一端が明らかにされているのは藤原京以降の条
坊制都城を除けばわずかであるが，これまでの発掘調査の成果を踏まえて各宮都・宮室の規模・構造について検
討するとともに日本の宮都の類型化を試みる。
．７世紀代の宮都・宮室の規模と構造
１．飛鳥の都と７世紀代の宮都・宮室
古代人が「飛鳥」と意識していた空間は，『日本書紀』などに見える「飛鳥」と冠した諸宮の位置比定を通し
た岸俊男の研究１）によれば，北は香久山南麓，南は島之庄・橘寺付近の主として飛鳥川右岸のきわめて狭い地域
である。こうした地域が飛鳥の中枢部を構成していたと考えられるが，近年の発掘調査によれば，宮殿，寺院，
官衙や豪族の邸宅など中枢部に展開した宮殿関連施設や寺院と関係する諸施設が周辺部に分布しており，これら
も含めたより広い宮都空間を飛鳥地域と想定すべきかと思われる。
こうした飛鳥地域には，推古天皇の豊浦宮・小墾田宮，舒明天皇の飛鳥岡本宮・田中宮・厩坂宮・百済宮，皇
極天皇の小墾田宮・飛鳥板蓋宮，斉明天皇の飛鳥川原宮・飛鳥板蓋宮・後飛鳥岡本宮，天武天皇の嶋宮・後飛鳥
岡本宮・飛鳥浄御原宮など仮宮，正宮を含めた７世紀代天皇の宮室，飛鳥寺・豊浦寺・川原寺・橘寺などの寺院
や亀石・酒船石・ミロク石などの石造物などが分布する。これらの遺跡・遺物の所在地点に着目し，それらが何
らかの方格地割に合わせて造立されたとして岸俊男，網干善教，藤岡謙二郎，千田稔により様々な飛鳥京復原案
が提示されたことがある２）。こうした見解の先駆けとなった岸説は，山田道以南の地域に山田道と中ツ道を基準
線とする１町（１０６m）四方の方格地割の存在を想定するものである。しかし，石神遺跡等の飛鳥地域での新た
な発掘調査の成果，各遺跡の測量データや各寺院の伽藍地割計画などの詳細な検討を踏まえた井上和人は，飛鳥
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地域には宮室や寺院の位置を規制するいかなる方格地割も存在しないと結論づけた３）。ただ，最近になって黒崎
直は，飛鳥寺周辺，川原寺・橘寺間，飛鳥京跡外郭などで検出されている道路遺構相互の距離関係や岸俊男がか
つて指摘した飛鳥寺・川原寺両伽藍中軸線間の距離（約２６４．５m）などの詳細な検討を基に，飛鳥川両岸の狭義
の飛鳥地域に１／５里（約１０６m）と１／４里（約１３２m）を単位寸法とする２種類の方格地割の存在を想定して
いる４）。しかし，黒崎のこの想定は飛鳥川の両岸という狭い範囲での考察であり，さらに発掘調査で検出されて
いない推定道路などを含めたものであるため，道路間距離など細部においてなお検討すべき課題も多く，上記の
ような方格地割の存在を推定する黒崎自身も，飛鳥地域に藤原京以降の都城に見られるような碁盤目状の道路が
測設されていたとは考えていないようである。
近年の発掘調査の成果を見るかぎり，飛鳥地域には後の条坊地割にあたるような碁盤目状の道路は存在せず，
調査事例の詳細な分析を通して道路網の検討を行なった相原嘉之による復原（図１）５）が，７世紀頃の飛鳥地域
の実態を如実に示すものと言えよう。図１からもわかるように，飛鳥の道路網は７世紀中頃以降固定された宮室
図１．７世紀の飛鳥地域周辺道路網復原図（注５文献より作成。）
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となった飛鳥京跡を中心に形成されており，川原寺と橘寺の間に測設された路面幅約１１mの直線道路（川原橘
大路）が，後の朱雀大路にあたる幹線道路であったようである。この道路はまっすぐ西に向かい見瀬丸山古墳の
南方で大和盆地の南北古道の１つである下ツ道（後の平城京朱雀大路に直結する道路）に接続すると推定される。
そして，７世紀代の飛鳥地域における宮殿・寺院・宅地は，徐々に拡大整備されていった道路網に沿って配置さ
れたことになり，こうした配置形態は，藤原京以降の条坊制都市に見られるような碁盤目状に条坊大路・小路を
測設し，道路によって囲まれた方格空間に宮殿・寺院・宅地を計画的に配置するシステムとは根本的に異なるも
のである。
こうした飛鳥地域に造営された７世紀代の宮都・宮室は，既に述べたように推古天皇の豊浦宮（５９３年）・小
墾田宮（６０３年）をはじめとして多数あるが，豊浦寺や川原寺の発掘調査に伴って下層遺構としてその存在が確
認されている豊浦宮・川原宮や雷岡東方遺跡の調査で小墾田宮に比定できる可能性のある建物群が確認されてい
る程度であり，おおよその構造が明らかとなっているのは伝承飛鳥板蓋宮跡のみである。
豊浦宮は発掘調査６）で明らかになった講堂等の建物配置，周辺地形や瓦の分布から推定される豊浦寺の寺域（東
西１００m，南北２００m程度）に近い規模の宮室と推測されており，河原宮も長年の発掘調査を経てようやく明らか
となった川原寺の寺域（南北約３３３m，東西約２１３m〔北面〕・約２６０m〔南面〕）７）とほぼ同じ規模と推定されている。
伝承飛鳥板蓋宮跡は，これまでの発掘調査により全く設計の異なる３つの遺構群が重複していることが明らかと
なっており，最も上層の第Ⅲ期の遺構群（A・B）をそれぞれ斉明・天武天皇の後飛鳥岡本宮と天武天皇の飛鳥
浄御原宮に，第Ⅱ期を皇極・斉明天皇の飛鳥板蓋宮に，さらに第Ⅰ期を舒明天皇の飛鳥岡本宮に比定している８）。
このうち構造がおおよそ明らかとなっているのは図２に示した第Ⅲ期である。第Ⅲ A期の後飛鳥岡本宮の宮室
（６５６年）は，天皇の私的空間（北院）と公的空間（南院）から成る内郭とエビノコ郭以北の外郭（官衙地区）
から構成され，その規模は約３００m四方程度である。そして最後の第Ⅲ B期の飛鳥浄御原宮の段階（６７２年）に
なって本格的な公的儀礼空間をエビノコ郭として新たに設けたと推定されている。言い換えるならば，後飛鳥岡
本宮は天皇の住居である内裏と行政実務の場である官衙から構成され，内裏の南の空間（南院）に後の朝堂にあ
たる初歩的な公的儀礼空間（初歩的朝堂と仮称する）を付加した宮室であり，浄御原宮はそうした公的儀礼の空
間を内郭部分から分離させてエビノコ郭として整備拡充した宮室と解することができる。その宮域の規模は第Ⅲ
A期よりも一回り大きく，東西１００～４５０m，南北７２０m程度と推定されている。第Ⅱ期の構造については不明な
点が多いが，規模からみると第Ⅲ期の内郭と類似する構造と推定され，西側の飛鳥川との間や北方に官衙施設が
設けられたと予想できる。
以上述べて来たように，７世紀代に展開された飛鳥地域の宮都（倭京）に造営された宮室の大部分は，数百メー
トル四方の小規模な天皇の私的空間（内裏）を中心として営まれたと考えられ，宮都には条坊地割は測設されず，
後半に至っても内裏，初歩的段階の朝堂と官衙を包括した宮室を中心として，周辺道路に沿って寺院，官衙関連
施設や豪族・貴族・官僚達の宅地を配置したものと言える。
２．飛鳥地域以外の７世紀代の宮都・宮室
 難波長柄豊碕宮
１９５４年以来現大阪市中央区馬場町・法円坂１丁目を中心として継続的に実施されてきた難波宮発掘調査の結
果，ほぼ中軸線を同じくして前・後２時期の宮殿遺構の存在が明らかにされた。そのうち，『日本書紀』に記述
された記事をもとに，白雉元年（６５０）に造営開始され白雉３年（６５３）に完成した孝徳天皇の長柄豊碕宮と，天
武１２年（６８３）の複都制の詔を契機として造営に着手され，朱鳥元年（６８６）に焼失した天武朝の難波宮を合わせ
て前期難波宮と呼称し，『続日本紀』神亀３年（７２６）に造営着手された聖武朝の難波宮を後期難波宮として検出
遺構と符合させている。
『日本書紀』大化２年（６４６）春正月条に記載される改新詔の其の二には，「凡そ京には坊毎に長一人を置け。
四つの坊に令一人を置け。以下略」とあり，かつて長柄豊碕宮の段階に条坊地割を測設したいわゆる条坊制都城
の成立を想定する見解も見られた。しかし，近年の調査成果を見るかぎり，難波における条坊制都城の出現は７
世紀後半の天武朝まで下ると考えられており９），７世紀中頃の長柄豊碕宮は，京を伴わない宮のみの構造であり，
その構造は一本柱塀で囲まれた南北７００～９００，東西６００m程度の長方形の宮域内に前期難波宮の内裏・朝堂院お
よびいくらかの官衙施設を，そして周辺の平坦部に住宅を配置したものと考えられる１０）。こうした内裏・朝堂院・
官衙施設は，天武天皇の頃まで維持され天武による難波京造営に際して部分的に改造されて再利用されたと考え
られている。
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 大津京
『日本書紀』天智６年（６６７）３月条に記載された近江遷都により短期間に造営された大津宮の実態は，昭和４９
年（１９７４）大津北郊の錦織２丁目字御所ノ内での門とそれに取り付く複廊回廊の検出以降，周辺地域での多くの
大型建物や区画施設の検出を通して徐々に明らかにされて来た。さらに，錦織地区と平行して南滋賀・滋賀里・
穴太の地域でも発掘調査が実施され，これらの調査成果と JR湖西線建設や国道１６１号バイパス建設に伴う発掘
調査などを総合して大津宮中心部の構造だけでなく推定大津京域の実態なども明らかにされつつある。
宮中心部については，林博通により既往の検出建物や塀をもとに内裏地区を中心とした図３に示すような構造
復原が試みられている１１）。その復原によれば，内裏南門（SB００１）とその東西に取り付く回廊（SC００１）により
北の内裏地区と南の朝堂地区に分かれ，南門の北約８９mに内裏正殿（SB０１５）が配置される。正殿の北と東・西
は塀（SA００３）や（SA００２）によって区画され，さらに北側には東西棟の長殿が配置される。また，内裏中心部
図２．伝承飛鳥板蓋宮跡第期の構造（明日香村教育委員会文化財課編『飛鳥の宮殿』より作成。）
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区画の北にも建物（SB０１２）や倉庫（SB００７・００８）などがあ
る。また，南の朝堂院地区には南北棟建物（SB００６）があり，
これを朝堂院建物と推定している。さらに，林は内裏と朝堂
院を区画する南門と複廊回廊の存在や内裏南門の両脇の方形
区画の存在などにほぼ同時期の前期難波宮（長柄豊碕宮）と
の類似点が認められると指摘している。大津宮ではこうした
中心遺構を囲む宮域は未検出であるが，林はこれまでの調査
成果や周辺部の微地形を踏まえて，錦織における主要な施設
設置可能範囲を東西４００m前後，南北７００m前後と推定してい
る１２）。こうした範囲は難波長柄豊碕宮の宮域をひとまわり小さ
くしたような規模であり，宮域を考える上での指標となると
考えられる。
大津京地域の条坊復原や方格地割に関する研究は，古くか
ら喜田貞吉，米倉二郎，福尾猛市郎，藤岡謙二郎や秋山日出
雄らにより試みられてきた１３）。これらは大津宮の所在地が明ら
かにされていない時期の研究であり，大津宮中心部の位置が
錦織地域に確定された現在では学術的価値は少なくなったと
言える。しかし，近年大津宮が錦織地域に比定されて以降，
大津京地域の方格地割の存在や条里地割について小笠原好
彦，阿部義平や吉本昌弘により新たな見解が提示されてい
る１４）。小笠原・阿部は，大津宮の中軸線を基準線としてそれぞ
れ令大尺５００尺・令小尺６００尺（同じ長さ）を基準単位とする
方格地割が施行され，そうした地割線に従って大津宮・穴太廃寺・崇福寺・南滋賀廃寺・園城寺が配置されたと
推定する。特に，阿部は令小尺６００尺の方格地割を高句麗の平壌城外城内に施行された条坊地割１５）に近似すると
指摘している。また，かつて福尾猛市郎が指摘した特殊地割と条里地割との関連性について検討した吉本は，大
津京域の条里が大津宮内裏正殿の東西中軸線と宮の中軸線から西１８mの南北ラインを南北の基準線として大津
宮廃絶後に施行されたとし，宮中軸線に沿って認められる幅３６mの道代を大津京の朱雀大路と推定している。
朱雀大路に関しては，大津宮中軸線に沿って古西近江街道が現存することから見て存在した可能性は高いと考え
られる。
しかし，これまでの大津京域での発掘調査を見るかぎり，朱雀大路を含めて３氏の想定する方格地割線でいか
なる道路遺構も検出されていない。そうなるとこうした方格地割も黒崎直が飛鳥地域でその存在を想定した計画
地割と同じような性格の地割と考えるべきではなかろうか。現状では林博通が指摘するように１６），大津京域には
碁盤目状の方格地割に沿って全域に条坊道路が測設されたとは考えにくく，内裏・朝堂から構成される宮室や寺
院を地割計画線に基づいて造営し，官衙や官人の宅地などを穴太・滋賀里・南滋賀などの安定した扇状地上に分
散的に配置した宮都が窺える。
．条坊制都城の出現
７世紀初頭から７世紀後半の天武天皇の飛鳥浄御原宮に至る宮都・宮室の規模や構造は，第Ⅱ章で述べたよう
に，天皇の居所である内裏を中心とした小規模な宮室，内裏・初歩的朝堂・官衙から成る宮室や内裏・朝堂・官
衙を一定の区画に納めた宮室を中心として周辺に寺院や貴族・官人の宅地を配置するものである。宮室・官衙・
寺院・宅地などの配置は，飛鳥地域や大津京域においても一定の方格地割線に基づいて実施された可能性はある
が，後の条坊制都城に見られるような碁盤目状の道路は測設されていないようである。内裏・朝堂・官衙を宮域
と呼ばれる一定の区画内に造営し，その周囲に長方形あるいは正方形の条坊制による街区を設けたいわゆる条坊
制都城の出現は，天武天皇の難波京および持統天皇の藤原京に求められる。こうした条坊制都城は，８世紀代の
首都あるいは副都の構造に継承されて行く。
１．藤原京
藤原京は，持統８年（６９４）１２月６日に宮室が飛鳥浄御原宮から藤原宮に遷されて以来，和銅３年（７１０）の平
図３．大津宮復原図（注１１文献より作成。）
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城遷都まで１６年間の都城である。藤原京の構造については，これまで横大路を北京極，中ツ道を東京極，下ツ道
を西京極，山田道を南京極とする京域を想定し，１坊の大きさを方９００小尺（７５０大尺＝約２６５m）として，想定
京域内に左京・右京それぞれ１２条４坊の条坊地割が施行されたとする岸俊男による復原案１７）が半ば定説とされて
いた。しかし，１９７５年以降こうした想定京域外で京の条坊の延長線上に一致する条坊道路が次々と発見されるに
したがって，秋山日出雄，千田稔，阿部義平，押部佳周，竹田政敬によりさまざまな拡大藤原京説が提示された１８）。
さらに，１９９６年の櫻井市教育委員会による東十坊大路（東京極想定大路）の発見や１９９７年の橿原市教育委員会に
よる西十坊大路（西京極想定大路）の検出以降，小澤毅や中村太一１９）により図４に示す１坊の大きさを平城京と
同じ１８００小尺（１５００大尺）とし，内裏・朝堂院・官衙を配置した東西９２８m（２６００大尺），南北９０７m（２５５０大尺）
の規模を有する宮域を中央に配置する１０条１０坊（約５．３㎞四方）の巨大な正方形の京域復原案が提示された。両
氏による想定京域は，２００４年に橿原市教育委員会により北六条大路の存在が確認されたことからみてもほぼ確定
されたと言える。
こうした１０条１０坊の藤原京の誕生は，９里四方の王城の各辺に３城門を開き，中央に宮城を配置し，宮城の東
に廟，西に社，前方に政府，後方に市を置き，東西・南北にそれぞれ９本の城内道路を設定する『周礼』考工記
匠人営国条の影響と考えられており，藤原京は実在の中国都城を直接モデルとしたのではなく，中国都城の理想
型に基づいて設計された理念先行型の都城であったとされる。
藤原京の造営開始は，６８０（天武９）年１１月に発願された本薬師寺の伽藍が条坊地割に合わせて設計されてい
ることから，それ以前に遡ることは明らかである。こうした先行工事は，天武天皇により建設予定地域全体に条
坊道路の敷設が進められた『日本書紀』にも記述される新益京の造営工事であることは発掘調査でも確認されて
図４．藤原京条坊復原図（注１９文献より作成。一部変更）
木 原 克 司
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いる。しかし，６８６（朱鳥元）年９月の天武天皇の崩御により工事は中断され，６９１（持統５）年頃から再開され
たと考えられている。
２．前期難波京
前期難波京段階の宮域については，１９９０年に朝堂院南方の宮中軸線上で発見された朱雀門と四天王寺東門とそ
の東に遺存する条坊道路痕跡から復原できる。当該条坊道路を基準線として四天王寺周辺に残る７５０大尺地割を
２５００分の１地形図上に割り付けると，条坊の東西基準線の１本が内裏南門心に合致する。前期難波宮の内裏南門
は，藤原宮の大極殿院南門に相当する門と考えられており２０），藤原宮では大極殿院南門心を通る東西ラインが藤
原宮域を南北に２等分する線となっている。
こうした事実に着目し宮域を藤原宮と同じ正方形と仮定すると，内裏南門と朱雀門心との距離３８７．１m（１１００
大尺）を内裏南門から北に折り返したラインを宮域の北限とし，東限と西限を宮の中軸線を中心に１１００大尺ずつ
とった位置として７７４．２m（２２００大尺）四方の宮域を復原できる２１）。このように復原すると，宮域を画する大垣
は周囲の条坊計画線から約１４０m（４００大尺）控えた位置に設定されたことになる。藤原宮の２００から２２０大尺と比
べて大きいが，その理由は，平坦な平野に造営された藤原宮と馬の背のような上町丘陵の上に造営された難波宮
との地形条件の差であろう。
京の復原については，これまで多くの復原案が提示されて来た。しかし，筆者の復原による７・８世紀の微地
形や検出遺構の分布からみるかぎり，藤原京や平城京のような大きな京域の設定は不可能であり，上町丘陵を中
心とした小規模な京しか想定できない。京の北辺中央に内裏・朝堂院・官衙を配置した７７４．２m（２２００大尺）四
方の宮域を置き，その東・西および南方に天王寺細工谷から寺田町付近に痕跡を留める朱雀大路跡や四天王寺周
辺に遺存する７５０大尺（約２６５m）四方の条坊地割痕跡をもとに東西８坊（約２．１），南北１６条（約４．２）の京
域が復原できる２２）。ただ，想定京域内でのこれまでの７世紀中頃から８世紀の遺構・遺物の出土状況から見ると，
京の条坊街区は地形環境の良好な地域を選んで設定された可能性が高く，丘陵東西の開析谷や急傾斜地，丘陵東
方の猫間川に沿った標高２m以下の低湿地などは，条坊街区から除外されていたと思われる２３）。
このように前期難波京は，藤原京とは異なり前代から上町丘陵北端に存在した難波長柄豊碕宮を改造して，唐
の長安城と同じように北に宮を配置する都城の造営を企図したものと考えられる。京が縦長の狭い形態を採るの
は地形の制約に因るものであろう。しかし，６８６（朱鳥元）年正月の宮の焼失により京の造営工事は中断し奈良
時代の後期難波宮の造営に伴ってようやく完成したものと考えられる。ただ，『日本書紀』天武１２年（６８３）１２月
条には，「凡そ都城・宮室一処に非ず。必ず両参造らしむ。故，先づ難波に都つくらむと欲ふ。是を以て，百寮
の者各往りて家地を請はれ」とあり，天武朝に条坊街区の整備が進められたと推定される。
．８世紀代の条坊制都城と宮室
１．平城京
和銅３年（７１０）３月の藤原京からの遷都以降，途中天平１２年（７４０）の恭仁京遷都や天平１６年（７４４）の難波
京遷都があったものの，延暦３年（７８４）の長岡京造営まで７代７０余年にわたる首都であった。
奈良盆地を南北に貫く下ツ道を拡幅して朱雀大路とし，それを中軸線として南北９条（約４．８），東西８坊（約
４．３）の長方形区画を設定し，左京の東の五条大路から北に三坊分を拡大して外京としている。さらに，右京
の北辺には，８世紀後半の西大寺・西隆寺の造営に伴って成立した半坊分の張り出し（北辺坊）が付加されてい
る（図５）。
朱雀大路の北端に設けられた平城宮は左右対称ではなく，一辺約１㎞四方の正方形区画の東に，南北約７５５m，
東西約２６５mの長方形の張出し部を付加した形を呈する。こうした宮の周囲には，瓦葺の築地大垣がめぐらされ，
大垣には二条大路に面する南面，西一坊大路に面する西面，北面にそれぞれ３門と東張出し部の南辺に２門の合
計１２門が宮城門として設けられていたと推定されている。また，大垣の造営にあたっては藤原宮と同様に京の条
坊基準線から大宝令の大尺（７０大尺）で割り付けられており，宮内の建物配置や地割についても大尺が使用され
ていることが明らかにされている２４）。
宮の中央区には，即位や元日朝賀などの国家的儀式や饗宴の場として使用された礎石建ちの大極殿と４朝堂を
設けた朝堂院が配置されている。また，その東隣には壬生門の北側に内裏と日常的な政務に使用されたと考えら
れている掘立柱構造の１２朝堂およびその正殿（大安殿）が置かれている。これら並立する２つの朝堂の存在は平
城宮独自のものであり，前者は唐長安城大明宮の含元殿の模倣２５）であり，後者は藤原宮の継承とみられる。いず
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れにしても，こうした並立する２つの朝堂を宮の中央に設置したことが，結果的に他の宮殿や諸官衙を配置する
ための用地不足を生ぜしめ，張出し部を設ける必用が生じたのであろう２６）。
前者の大極殿は，天平１２年（７４０）の恭仁京遷都に際して恭仁宮の大極殿として移築される。そして天平１７年
（７４５）の平城遷都後は，東区画に新たに礎石建ちの大極殿が造営され，それに伴い中心部全体が大幅に改造さ
れた。その結果，従来中央区に付随していた諸機能が東区画に移り，東区が儀式・政務の中枢となる。
奈良時代の前半・後半を通して，こうした中枢施設の周辺には，東宮・西宮・東院といった宮殿施設の他，律
令体制を支える多数の官衙（二官八省）が配置された。また，西宮の南の４朝堂は饗宴の場として維持され，平
安宮における朝堂院と豊楽院の並立形態成立の祖型となったと推定されている。
平城京の都市計画は，１５００大尺（約５３１．９m），７５０大尺，３７５大尺という方眼線を基準線に設計され，それら基
準線を中軸線として大路，坊間（条間）路，小路が大宝令の大尺を用いて測設されており２７），基本的には藤原京
と同じ造営方法が採用されたと言える。すなわち，大路により囲まれた区画は坊と称され，坊内は東西・南北そ
れぞれ３本の小路で区画され１６の坪に分割される。坊の中央を十字型に通る小路が，坊間路・条間路であり，他
の２本の坊間東（西）小路・条間北（南）小路よりも幅広く造られている。京内の宅地はこれら大路や小路で囲
まれるが，設定された道路幅によりその規模は様々な長方形を呈することになる。ただ，京内では小尺を使用し
た道路も検出されており，それらは和銅６年（７１３）の小尺の採用後に設定された道路と考えられている。
京内の道路規模をみると，最大の道路は朱雀大路であり，側溝心々間２１０大尺（約７４m）の幅を持ち，その規
模は藤原京の３倍におよぶ。朱雀大路に次ぐ道路は，宮の前面を東西に走る二条大路であり，１０５大尺（約３７m）
と朱雀大路の１／２で設計されている。その他の大路は，４０大尺（約１４m）～７０大尺（約３７m）と様々である。
また，条間路・坊間路は藤原京と同じ２５大尺（約９m）で設計されており，小路も同じく２０大尺（約７m）前後
を示す。
２．恭仁京
恭仁京は天平１２（７４１）年１２月から天平１６（７４４）年２月の難波宮遷都までの約３年間の宮都である。恭仁宮の
本格的な発掘調査が始まるのは１９７４年からであるが，調査に先駆けて足利健亮により恭仁京域の復原案が提示さ
れた２８）。足利は，京都府相楽郡加茂町瓶原に所在する国分寺金堂跡（恭仁宮大極殿跡）の南に朝堂院，北に内裏
図５．平城京条坊復原図（田中琢『古代日本を発掘する三 平城京』岩波書店より作成。一部変更）
木 原 克 司
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を設定し，これらを囲む８町（約１）四方の宮域を想定した。さらに，京域については基本的に南北９条，東
西８坊の平城京の平城京原初プランをあてはめて計画されたものとし，左京の中軸線を大極殿および宮域の中軸
線とし右京中軸線を木津町の「作り道」にあてて復原し，左・右京それぞれ４坊の条坊を想定した。その結果，
間に非条坊地区を介在させ，その東西に左京・右京を配置する東西約６．１，南北約４．８の変則的な京域を復原
した。
１９７４年から今日に至る発掘調査によって，足利の想定宮域内で東西約５６０m，南北約７５０mの大垣で囲まれた長
方形の宮域が明らかにされた。さらに，宮域内では，東西９間，南北４間の大極殿を中心とした大極殿院，東西
幅約１２５mの朝堂院地区，朝集殿院が南北に並んで存在することや大極殿北方に掘立柱塀で区画された２つの内
裏地区があることが確認されている。そのうち，内裏西地区は東西約９７．９m（約３３０小尺），南北約１２７．４m（約
４３０小尺）である。京の条坊に関連する遺構は，ほとんど未確認という状況であるが，宮南面大路（二条大路）
の南北側溝，宮東面大路（東一坊大路）の東西側溝や推定朱雀大路の東側溝など条坊道路の存在を窺わせる遺構
が３箇所で検出されている２９）。『続日本紀』天平１３（７４１）年９月条に見られる「賀世山の西の路より東を左京と
し，西を右京とす。」からすれば，条坊制による京が存在した可能性は高いと言える。
３．長岡京
長岡京は，桓武天皇により延暦３年（７８４）６月１０日藤原種継を長官とする造長岡宮使を定め，宮・京を含め
た造営を開始し，延暦１３年１０月の平安遷都までの１０年５カ月余り存続した都城である。
京の北辺中央に配置された宮域は，当初の約１００６m四方（ABCD）から後に南北約１５４５m，東西約１００６mの長
方形（EFGH）に拡大されるが３０），宮域内部の構造は，基本的には内裏・大極殿院・朝堂院を南北に配置し，周
囲の空間に官衙を置く形態を採用している。
図６．長岡京条坊復原図（注３１文献より作成。一部変更。）
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長岡京は図６に示すように，設計方法がそれぞれ異なる宮域南面街区，宮域東・西面街区，左・右京街区の３
種類５地域の街区を合体させて造営されており，山中章はこれを「長岡京型」条坊制と呼称している３１）。しかし，
基本的には１坊の大きさを１８２０小尺（１小尺＝２９．６）とし，東西８坊，南北９条とする設計の下に造営された
京であり，京の中軸線（朱雀大路）の北辺に正方形もしくは長方形の宮域を配置している。そして，長方形宮域
が出現する長岡京後期に北一条大路以北が付加されたものと考えられる。山中章の説に従って各街区の構造を述
べると以下のようになる。
宮域南面の街区は，宮域南の東・西一坊大路間に設けられた条坊であり，その中央には，京中軸線の東西に宅
地側から１２０小尺ずつの敷地を割いて１８０小尺の路面幅を確保した朱雀大路が設けられている。また，一坊大路は，
京の中軸線から１８２０小尺のラインを隣接する二坊側の側溝位置として，宮域および一坊の宅地から敷地を割いて
１００小尺の道路幅を確保している。そのため南面街区の坊は平城京と同じく東西に狭い縦長の形を示し，大路・
小路を組み入れた坊内の宅地は，東西３５丈，南北４０丈の長方形を呈する。
一方，宮域東・西面街区は，二条大路以北で宮域の東と西に設けられた３坊分の条坊であり，大路・小路を組
み込んだ坊内の宅地は，東西４０丈，南北３５丈または３７．５丈の２種類で構成される。さらに，左・右京街区は，二
条大路以南で東・西一坊大路の外側に広がる条坊であり，ここには４０丈四方の宅地が並ぶ。また，条坊道路は，
朱雀大路から小路に至る５段階で設定されていたようである。
４．平安京
延暦１３年（７９４）１０月２２日，桓武天皇により長岡京より遷都され，途中平清盛による福原遷都はあるものの，
大内裏の放棄される治承４年（１１８０）まで古代都城として存続した。京の建設に際しては，京の北方に位置する
船岡山を通る南北線を中軸線として東の鴨，西の御室川の間に南北９条半・東西８坊の京域を設定し，京域北端
中央に南北２条半・東西２坊分の長方形の宮域を配置している。足利健亮によれば，京の造営に伴って左・右京
の２坊の中央に人工の南北直線河川（東・西堀川）を開削し，両堀川間の距離５８８丈（１７５８m）を基準として京
の東・西の限りが設定されたようである３２）。
宮域内は，壬生・皇嘉門・土御門の各大路を宮内に延長した道路により中央区・北区・東区・西区の４つのブ
ロックに区分されている。中央区は平安宮の中枢部であり，大極殿・朝堂院を中心に，西に饗宴施設としての豊
楽院，北に内蔵寮や中和院等の官衙を配し，東に中務省・太政官・民部省の各官衙を並べ，北東に内裏を配置し
ている。西区には，北から図書寮・右近衛府・右兵衛府・造酒司・典薬寮・左馬寮・治部省・刑部省などの官衙
が，東区には同じく主殿寮・左近衛府・左兵衛府・大膳職・宮内省などの官衙がそれぞれ配置されている。さら
に，北区には大蔵省を中心とする諸官衙が東西に並ぶ３３）。
長岡京で採用された４００尺四方の均等宅地を全域に配置し，宅地と大路・小路の道路を集積して京の条坊が形
成されている。すなわち，各坊は小路により４００尺四方の１６の宅地区画から構成されており，４００尺四方の宅地は
平城京の坪に対して町と呼称され，１つの町の中は４行８門に区画されていた。また，４町が１単位となり保と
呼ばれた。
京内の道路は，『延喜式』左右京職の京程条から築地心々幅等の規模を把握できる。それによれば，朱雀大路
（２８丈・約８４m），二条大路（１７丈・約５１m），その他の大路（１２丈・約３６m，１０丈・約３０m，８丈・約２４m），小
路（４丈・約１２m）と６段階で測設されていたことがわかる。ただし，発掘調査の成果によれば，小路は路面幅
が４．１～６．４mと『延喜職』記載の数値をかなり下回ることが報告されている。
５．紫香楽宮
『続日本紀』天平１４（７４２）年２月条の「始めて恭仁京の東北道を開き，近江国甲賀郡に通せしむ。」は，恭仁
京から甲賀郡への道路の開通を伝えるが，この道路の測設は紫香楽宮の造営開始に関連するものと考えられてい
る。しかし，紫香楽宮は天平１５年から天平１７年というきわめて短期間の宮室であったこともあり，史料も少なく
その実態については不明な点が多かった。しかし，２０００年の滋賀県甲賀郡信楽町の宮町遺跡第２８次発掘調査で東
西２間，南北２２間以上の母屋に四面庇を付した長大な建物が検出されて以降，宮中心部の構造が徐々に明らかと
なって来ている。
その構造は，南側に東西７間，南北２間の母屋に四面庇を巡らせた正殿的な建物を中央北に置き，その両側に
東西２間，南北２５間の母屋に四面庇を設けた長大な朝堂を配する「コ」字型の朝堂院を配置し，その北側に東西
塀を隔てて庇を巡らせた大型建物を中心とする別区画を設けるものである３４）。
さらに，宮町遺跡から出土した多くの木簡や墨書土器の分析を通して，宮町にかつて多くの官人が勤務してお
り，官衙が建ち並んでいたと推定されている。
木 原 克 司
―２６８―
．日本宮都の諸類型
第章から第章で７世紀代の宮都・宮室，７世紀後半に出現する条坊制都城および８世紀代の条坊制都城と
宮室の規模・構造について考察して来た。
飛鳥地域を中心に造営された７世紀代の宮都・宮室は，構造が明らかにされているものはわずかであるもの
の，おおよそ７世紀中頃を境にして，その前後で宮室の規模や構造の上で大きな変化が見られるようである。す
なわち，『日本書紀』にみられる記事から見ても正宮造営までの一時的，仮宮的な宮室とみなされる舒明天皇の
表１．日本古代宮都・宮室の諸類型
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―２６９―
田中宮・厩坂宮や斉明天皇の飛鳥川原宮を除外するとしても，推古天皇の豊浦宮・小墾田宮，舒明天皇の飛鳥岡
本宮（伝承飛鳥板蓋宮跡Ⅰ期）・百済宮や皇極天皇の小墾田宮といった７世紀前半の宮室は，数百メートル四方
程度の小規模な宮室であり，構造的にも天皇の私的空間（居所）に『日本書紀』の推古朝の外国使節団来訪の記
事から窺えるような小規模な公的空間（初歩的朝堂）を付加した構造（内裏・初歩的朝堂型）であったと推定さ
れるのに対して，７世紀中頃になると，皇極・斉明天皇の飛鳥板蓋宮（伝承飛鳥板蓋宮跡Ⅱ期）および斉明・天
武天皇の後飛鳥岡本宮（伝承飛鳥板蓋宮跡Ⅲ A期）に見られるような天皇の私的空間（内裏）と初歩的朝堂を
内包した内郭の周囲に官衙施設を付随させたもの（内裏・初歩的朝堂・官衙型）が出現する。さらに，７世紀中
頃から後半になると，孝徳天皇の難波長柄豊碕宮，天智天皇の大津宮や天武・持統天皇の飛鳥浄御原宮（伝承飛
鳥板蓋宮跡Ⅲ B期）のように，東西４００～６００m，南北７００m以上とそれまでの宮室よりはるかに大きな規模の宮
室を有し，従来のような内裏の南に付属させた小規模な初歩的朝堂ではなく内裏地域から独立した大規模な朝堂
が形成される（内裏・朝堂・官衙型）。特に，飛鳥浄御原宮では難波長柄豊碕宮や大津宮には見られない朝堂の
正殿としての大極殿（エビノコ郭内の正殿）が出現し，藤原宮以降の宮室に継承されていくことになる。ただ，
飛鳥浄御原宮の朝堂は，東西約１００m，南北約６５mと小規模である。それはおそらく内郭・外郭南側の空間の狭
小さに起因するものと思われ，官僚制機構の整備が進む中で，天武天皇はより広大な朝堂の造営を企図して飛鳥
の北方に新益京の造営を計画したと考えられる。
しかし，相原嘉之による７世紀代の飛鳥地域復原図，難波長柄豊碕宮や大津京の実態からもわかるように，こ
れら３つの型の宮室が形成された時期にはいずれも条坊制による碁盤目状の街区は伴わない。ただ，最後の内裏・
朝堂・官衙型の宮室は，基本的には天武朝の難波京や持統朝の藤原京といった７世紀後半から末に出現する条坊
型宮都（都城）の中枢部を構成し，平城京以降の都城に継承される。
天武天皇の難波京を嚆矢とすると考えられる我が国の条坊型宮都（都城）は，『周礼型』と『北闕型』の２つ
のタイプに分けられる。前者は，宮を都城の中央に配置する持統・文部・元正天皇の藤原京であり，後者は，宮
を都城の中央北寄りに配置する構造を採用し，天武・聖武天皇の難波京，平城京，長岡京および平安京がこれに
属する。恭仁京もおそらく同じであろう。こうした巨大な条坊型宮都（都城）の出現の背景には，絶対的な権威
と権力を保有して統治権を掌握した天皇のもとに太政官を頂点とする巨大な官僚機構を１箇所に集住させ，国政
を運営する律令国家の成立があったことは言うまでもない。
小稿では，規模と構造という２つの視点から表１に示すような７～８世紀の日本宮都・宮室の類型化を試み
た。しかし，飛鳥地域を中心に展開した７世紀代の宮都・宮室の多くは，長年の発掘調査を経た今日に至っても，
その規模・構造の一端を知り得る程度の状況であり，実態についてはほとんど明らかにされていない。それ故に，
今回試みた類型化は推定によるところも多く，今後の発掘調査の進展により変更すべき点も多く出てくるものと
予想される。
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日本古代宮都・宮室の構造と諸類型
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This study try to divide into several types Japanese Imperial cities and Palaces in the seventh and
eighth century from two viewpoints of scale and structure. Moreover I investigate about formation of Japa-
nese Ritsuryo state by analysis of those types.
As a result of study, Imperial cities and Palaces in the seventh and eighth century were divided into
two types of Un-Jo¯bo¯ system imperial city and Jo¯bo¯ system imperial city. Moreover the former is divided
into three types,Palaces formed by Dairi as a residence of Emperor and elementary Cho¯do¯, Palaces formed
by Dairi, Cho¯do¯ and Kanga as a government office. The latter is divided into two types of Shurai type
and Hokketsu type. And Jo¯bo¯ system imperial cities were constructed by organization of Ritsuryo state.
The Structure and types of Japanese Imperial cities and Palaces
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